
――ゼロからはじめる「予約獲得」戦略
レジャーホテル経営者が取り組んだ
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㈱Webたん 代表取締役

松本 智嗣氏

予約システムをベースにした集客戦略で、収益性の高い安定集客を
実現。その経験をもとに、「㈱Webたん／うぇぶたん操作代行サービス」
を立ち上げ、マーケットの活性化に注力  https://webtan-yoyaku.com

　今回はホテル運営の形として、真逆の
戦略を立てている２事例をご紹介します。

　　　　大阪：コンセプトルーム×
　　　　高単価収益モデル

　大阪・桜ノ宮に位置する「タワーズホテ
ル」さま。全国に広がる「予約集客」で、
〈ビジネス×ラブホテル〉＝ビジラブモデルが
多いなか、同ホテルはまさに〈ラブホテル〉
のコンセプト色が強く出ています。
　プールルーム／トレインルーム（大阪浣
腸線）／ファラオルーム／SM等、バラエテ
ィに富んだコンセプトルームが多数。
　直近では、「ＴＥＮＧＡ」社・「ウーマナイ
ザー」社などのアダルトグッズメーカーとの
コラボ企画による、コンセプトルームのデザ
イン草案からの販売モデルへ、精力的に
取り組んでいます。特筆したいのは「予
約」の販売価格です。平日でも休憩１回転
＋宿泊１回転分の高単価販売の実績を誇
り、各ルームへの関心度から、新規顧客が
付くのも特徴です。
　「予約」は、都心部・観光地などで有効
と考えられがちですが、レジャーホテルなら
ではの「性」×コンセプトを打ち出した同ホ

テルの「予約戦略」は、業界に新たな選択
肢を示したといえ、その多岐にわたる〈コン
セプトルーム〉の予約販売強化は、レジャー
ホテル業界で、コア～ライトなファンを集め
ることでしょう。

　　　　  業態転換　
　　　　新しい収益モデルの構築に

　福岡県博多市の福岡空港より車で５分
の「+=ホテル」さま。従来16室あった部
屋数を、平米数確保／業態転換により計
12室：全室サウナ付きスイートルームのラグ
ジュアリーホテルに進化しました。
　Booking.com等の海外系OTAサイト
にも告知し認知度を高めた同ホテルにとっ
て、25年6月開業までに国内OTAである
〈楽天トラベル〉での掲載の審査をクリアす
ることが、第一のハードルでした。
　コンバージョンの利点として、一般旅行
客の獲得は絶対条件だったからです。
・１人利用

・２人利用（同性もOK）

・グループサイズ（３名以上）⇒１室で稼

　げる室料単価UP

　「+=ホテル」さまではニーズ別でアクシ
ョンを変えていきます。
　目標としては、まずは〈金・土・日曜日の稼
動率を上げる〉ことを第一優先に。上記曜
日がしっかりと入っていないホテルは平日も
稼動は上がりません。
　現在は〈じゃらん〉も含め、販売をスター
トしている同ホテルですが、国内OTAの
実績を上げるには海外OTA含め、見なけ

ればならないポイントがあります。
　福岡エリアはインバウンドユーザーの利
用率も高く今期の夏休みシーズンは多くの
米国ユーザーの動きがありました。空港
から好立地の同ホテルは、ドアtoドアですぐ
の韓国や、他アジアユーザー等も利用され
ることで数字の確保／そして連泊利用を
上手く活用し、平日の稼動率向上にもつな
がります。月商を上げるためにも、重要な
戦略の一つといえます。
　また、同ホテルではチェックイン機にて、
「予約なし」のお客さまもご利用いただけ
るシステムを導入しています。タイムシェア
形式（デイユース）や（一泊）を採用するこ
とで、従来のレジャーホテルユーザーの店
離れも最小限に、全室サウナ付きのPRを
活用し、新規ユーザー獲得にも注力。売
上げの形は、〈予約〉＋〈ウォークイン〉を高
単価で高稼動させる稀有な形に昇華させ
ています。
　真逆のビジネスモデル２選ですが、どち
らが正解ではなく、ホテルの戦略に沿って、
研ぎ澄ましていけば形になるということで
す。弊社Webたんでは、Booking.com／
Expedia等の海外系OTAはもちろんです
が、楽天トラベル・じゃらん・YAHOOトラベ
ル等の国内OTAの操作代行・管理・コン
サルタントにも特化しております。
　オーナーさまで〈コンセプトルーム〉を予
約で売りたい！もしくはこの機に、〈コンバー
ジョン〉をし、新しいホテルの取り組みをした
い！等検討されていましたら、一度ご連絡
いただければと思います。

多岐にわたる「予約戦略」
～エリアの特性を活かす／高単価モデル Part2

Case１

Case2

高インパクトの話題性を創出した「ウーマナイザー」ルーム
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ホテル評論家 瀧澤信秋の

「イケてる」レジャーホテル探訪

ホテル評論家

瀧澤 信秋氏

日本で数少ない宿泊者・利用者目線のホテル評論家として、テレビやラジオへの出演、雑誌・新聞連載など、多方面で活躍。 著書に「365日365 ホテル 

上」（マガジンハウス）、「ホテルに騙されるな！ プロが教える絶対失敗しない選び方」（光文社新書）、「ホテル評論家が自腹で泊まる！ 最強のホテル 100」

（イースト・プレス）、「辛口評論家、星野リゾートへ泊まってみた」（光文社新書）など　https://sites.google.com/view/hoteltakizawa/

ラグジュアリーホテルからビジネスホテル、カプセルホテル、そしてレジャーホテルと、
さまざまな宿泊空間を利用者の視点から「体感」するホテル評論家・瀧澤信秋氏。
同氏が実際に利用者として体感した最新のレジャーホテルの「感動」空間、「イチ押し」
サービスをレポートする。

　2025年8月1日、全12室の宿泊特化型ホテル

「＋=ホテル」がグランドオープンした（6月16日プレ

オープン）。プロジェクトに際しては筆者が監修を

担当した。レジャーホテルから一般ホテルのコンバ

ージョンともいえるケースであるが、一般ホテルとし

て継続的な運営を鑑みつつフィーチャーした点な

どについて詳説したいと思う。

　ホテル名の“+=”とは全12室の十二、12か月の

十二を意味し、01～12の12室の号数はそれぞれ

の月をコンセプトにしている。海外のライフスタイル

ホテルやブティックホテルのような隠れ家ホテル、と

一般ホテル視点からは評論家目線では表すること

はできるが、換言すればレジャーホテルの要素と符

合するポイントでもある。

　流行のオールインクルーシブもキーワードに加え

た。書棚に囲まれたなシックなラウンジに隣接した

スペースには、大型冷蔵庫・冷凍庫があり、冷蔵庫

にはソフトドリンクから各種アルコール、デザートや

おつまみなど、冷凍庫にはコンビニエンスストアを

彷彿とさせる冷凍食品のラインナップ。さらに奥に

はワインセラーがありオールインクルーシブに含ま

れる（ワインセラーの設置された客室対象）。

　全室にサウナを擁し（一部スチームサウナ・岩盤

浴・水風呂専用浴槽など）、サウナハットやポンチ

ョ、サウナアロマなどサウナーも納得のラインナップ

である。また、イニシャルコストも考慮し一部客室に

は業務用製氷機を設置、ドリンクの冷却にはもちろ

ん、好みの水温での冷水浴に資する仕掛けも。

　パブリックスペースの大型冷蔵庫内・冷凍庫内

の豊富な品揃え同様に数年来、筆者が発信してき

た選択肢というワードから選ぶ楽しみも鑑みつつ、

客室には数種のドライヤー、客室タイプによっては

冷蔵庫のほかに専用冷凍庫も設置、人気ブランド

のアイスクリームもサービスされる。また、36個のネ

スプレッソコーヒーカートリッジやシャワーヘッドのセ

レクト、海外の人気ブランドアメニティーなど癒しと

潤いの滞在が実現できる（客室タイプにより内容

が異なる）。　

　いろいろ書き連ねてきたが、さまざまなサービス

提供の共通項はメディアへのフックである。一般メ

ディアへの露出は憚られ念頭にないレジャーホテ

ルと異なる意識として、一般ホテルにとって成否を

左右するのがメディアだ。自身の仕事から長年に

渡り実感してきたテーマであり、メディア露出がホ

テルを成功へ導いてきた例を多くみてきた。メディ

ア露出の基本はメディアに取り上げられるコンテン

ツづくりである。

　メディアは常に新しく斬新でセンセーショナルな

情報を求めているが、そこへフックさせる仕掛けを

作るわけだ。メディアへフックし発信された情報が

ホテルへ効いてくるのは半年～1年のスパンとなる

が、発信を続けることで蓄積され続けホテル名が

ブランドとなり盤石な価値をつくっていく。

＋＝ホテル
福岡市博多区東平尾１-16-25

　TEL.092-623-6383

＋＝ホテル（福岡市博多区）

一般ホテルコンバージョンの成否は
メディアへのフック
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